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聖 風山

　

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

令
和
六
年
度
村
民
運
動
会
を
、

十
月
二
十
日
に
総
合
運
動
場
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
夕
方
か
ら
夜
間
に
か

け
て
雨
が
降
り
、
開
催
が
危
ぶ

ま
れ
ま
し
た
が
、
約
三
百
人
の

住
民
が
参
加
し
、
寒
い
中
で
も

盛
り
上
り
の
あ
る
運
動
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
新
種
目
と
し
て
、

保
育
園
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
た
ち
に
ゴ
ー
ル
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
す
「
お
み
ぽ
ん
か
ら

の
贈
り
物
」
や
、
令
和
六
年
一

月
一
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
な
ど
の
災
害
に
対
し
、
防

災
意
識
を
改
め
て
高
め
て
も
ら

う
よ
う
、
毛
布
を
利
用
し
て
簡

易
的
な
担
架
を
つ
く
る
と
い
っ

た
種
目
の
「
防
災
物
競
争
」
を

設
け
ま
し
た
。

　

お
み
ぽ
ん
の
人
気
は
高
く
、

歩
く
だ
け
で
多
く
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
囲
ま
れ
、
な
か
な
か
動

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
の
村
民
が
気
楽
に
参
加

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

地
区
分
館
長
・
分
館
主
事
ほ

か
役
員
の
方
々
と
運
動
会
に
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
無
事
に
終
了
で
き
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
度 

村
民
運
動
会
開
催

▲新種目「防災物競走」

▲「入れ～！」 ▲消防ラッパの伴走 ▲どの分館が一番長いかな？

▲慎重に早くボール引き▲ゴール前での一騎打ち
▲麻績消防署職員の皆さんも
盛り上げてくれました　

▲大人気のおみぽん

　

長
い
間
核
兵
器

に
よ
る
被
害
と
、

そ
の
廃
絶
を
訴
え

続
け
て
来
た
団

体
が
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
を
受
賞
し
た
。

喜
ば
し
い
こ
と
な

の
だ
が
モ
ヤ
モ
ヤ

す
る
。
裏
を
返
せ
ば
世
界
情
勢
が

不
穏
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
当
た
り

前
の
こ
と
を
言
い
続
け
て
来
た
人

た
ち
が
評
価
さ
れ
る
の
は
、
当
た

り
前
で
は
な
い
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
か
ら
な
の
は
皮
肉
だ
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト

の
発
明
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー

ベ
ル
の
遺
言
で
設
立
さ
れ
た
。
人

類
に
対
し
て
大
き
な
貢
献
を
し
た

人
物
（
団
体
）
に
贈
ら
れ
る
賞
だ

が
、
そ
の
基
金
と
な
る
財
産
は
爆

薬
や
兵
器
で
得
ら
れ
た
も
の
だ
か

ら
皮
肉
だ
。「
死
の
商
人
」
と
呼

ば
れ
る
こ
と
へ
の
反
発
か
ら
の
設

立
ら
し
い
。
科
学
の
発
展
と
軍
事

力
の
進
歩
は
表
裏
一
体
な
の
が
モ

ヤ
モ
ヤ
す
る
。
も
っ
と
も
為
政
者

が
ノ
ー
ベ
ル
の
よ
う
に
「
死
後
の

名
声
」
を
気
に
か
け
れ
ば
世
の
中

は
良
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

被
団
教
の
受
賞
は
め
で
た
い
が
、

唯
一
の
被
爆
国
が
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
し
て
い
な
い
（
で
き
な

い
？
）
現
状
。
実
は
こ
れ
が
一
番

の
モ
ヤ
モ
ヤ
の
原
因
だ
。
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保
育
園
に
お
泊
り

　
　
麻
績
保
育
園
お
泊
り
会

「
保
育
園
が
楽
し
く
て
帰
り
た

く
な
い
！
」
と
、
年
長
児
ひ
ま

わ
り
組
の
子
ど
も
た
ち
が
お
泊

り
会
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
が
輪
に
な
っ
て
思

い
を
伝
え
合
う
サ
ー
ク
ル
タ
イ

ム
で
話
し
合
い
を
重
ね
、
カ
レ

ー
を
作
っ
た
り
、
み
た
ら
し
の

湯
へ
お
風
呂
に
入
り
に
行
っ
た

り
、
お
化
け
屋
敷
で
ち
ょ
っ
ぴ

り
泣
い
た
り
と
自
分
た
ち
で
決

め
た
や
り
た
い
こ
と
が
す
べ
て

詰
ま
っ
た
大
成
功
の
お
泊
り
会

に
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
心
配
し
て
い
た
夜
も
安

心
し
て
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
朝
に

は
「
楽
し
か
っ
た
～
ま
た
泊
ま

り
た
い
！
」
と
ご
機
嫌
に
帰
り
、

お
う
ち
の
方
か
ら
も
「
一
回
り

大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し

た
」
と
喜
び
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
力
を
信
じ
て
、

「
楽
し
ん
で
き
て
ね
」
と
お
家

の
方
が
送
り
出
し
て
く
だ
さ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
自
分
の
こ
と
は

自
分
で
や
り
、
友
だ
ち
と
楽
し

く
過
ご
し
た
素
敵
な
思
い
出
に

な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
活
動

　
が
ん
ば
り
ま
し
た

　

六
月
か
ら
活
動
し
て
き
た
麻

績
小
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
が
十
月

二
十
四
日
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
講
師
に
迎
え
て

活
動
し
て
き
た
麻
績
小
学
校
茶

道
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
保
護

者
が
観
覧
す
る
中
、
こ
れ
ま
で

の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

お
み
ご
と

ギ
ャラ
リ
ー

OM
IGOT

O

Gallery

天
王
　
池
田
由
美
子
さ
ん

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル

　
「
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」
主
宰

「
コ
ロ
ナ
の
頃
、
何
か
や
り
た

い
な
、
と
思
っ
て
」
穏
や
か
な

口
調
で
思
い
切
っ
た
こ
と
を
言

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行

を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

中
止
に
な
っ
て
い
る
頃
、「
あ

え
て
」
発
足
。
活
動
自
粛
を
す

る
サ
ー
ク
ル
も
多
い
中
、「
ズ

ン
バ
」
は
毎
回
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　

ズ
ン
バ
と
は
二
十
一
世
紀
に

な
っ
た
頃
始
ま
っ
た
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
で
、
主
に
ラ
テ
ン
系
の
音

楽
に
合
わ
せ
て
踊
る
の
だ
そ
う

で
す
。
由
美
子
さ
ん
も
二
十
年

ほ
ど
前
に
出
会
い
ま
し
た
。
決

ま
っ
た
振
り
付
け
は
無
く
、
指

導
者
は
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
に
合

わ
せ
て
自
ら
振
り
を
付
け
て
い

く
の
だ
と
か
、
イ
ン
ド
や
ア
フ

リ
カ
の
踊
り
を
学
ん
だ
由
美
子

さ
ん
の
経
験
が
生
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

サ
ー
ク
ル
で
は
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
は
事
前
の
知
識
が
無

い
ま
ま
由
美
子
さ
ん
の
踊
り
を

見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
り
ま
す
。

な
ん
だ
か
と
て
も
難
し
そ
う
で

す
が
、「
皆
さ
ん
ち
ゃ
ん
と
踊

れ
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
ま

た
、
習
熟
度
に
よ
っ
て
テ
ン
ポ

の
違
う
曲
で
踊
っ
た
り
も
す
る

そ
う
で
す
。

　

麻
績
村
ズ
ン
バ
人
口

　

増
殖
中
?!

　

現
在「
Ｏ
Ｍ
Ｉ 

Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
」

は
毎
週
月
曜
日
の
昼
夜
二
回
と
、

月
二
回
の
日
曜
日
に
活
動
し
て

お
り
、
公
民
館
サ
ー
ク
ル
で
は

一
番
活
発
で
す
。
総
勢
二
十
人

以
上
と
か
。
ま
た
由
美
子
さ
ん 

は
「
麻
績
ヨ
ー
ガ
」
も
主
宰
、

こ
ち
ら
は
週
一
回
十
五
人
ほ
ど

が
参
加
し
て
お
り
、
共
に
村
の

皆
さ
ん
の
心
と
体
の
健
康
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。
由
美
子
さ
ん

は
今
後
も
、「
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲お気に入りのぬいぐるみと
一緒にお泊り　　　　　

▲正座も完璧です ▲朝食はバイキングだよ！

▲池田由美子さん

▲ラテンのリズムに合わせて
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麻
績
小
学
校

　

十
月
四
日
、
休
み
時
間
に
初

の
試
み
、「
お
み
っ
こ
オ
ン
ス

テ
ー
ジ
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
に
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
が
サ

マ
ー
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加
し
た
よ
う
に
、
子
ど
も

た
ち
の
自
己
表
現
の
場
を
何
か

応
援
で
き
な
い
か
、
職
員
室
で

話
題
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
を
、
ダ
ン
ス
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
と

こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
自
ら
、
児

童
会
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
ポ
ス
タ

ー
を
描
き
、
給
食
の
時
間
に
開

催
を
告
知
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
告
知
に
応
え
た
第
一
回

の
出
演
者
は
、
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
と
お
手
玉
名
人
の

四
年
生
、
そ
し
て
ピ
ア
ノ
演
奏

の
六
年
生
で
し
た
。
司
会
を
務

め
た
の
は
児
童
会
長
。
軽
快
な

ト
ー
ク
で
場
を
あ
た
た
め
る
と
、

出
演
者
は
観
客
と
対
話
し
な
が

ら
そ
れ
ぞ
れ
披
露
し
、
大
き
な

拍
手
を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
う

し
て
実
現
し
た
「
お
み
っ
こ
オ

ン
ス
テ
ー
ジ
」。
第
三
回
目
を

十
一
月
二
十
二
日
、
第
四
回
目

を
十
二
月
十
三
日
に
予
定
し
て

い
ま
す
。
地
域
や
保
護
者
の
方

も
参
観
に
来
て
い
た
だ
い
て
Ｏ

Ｋ
で
す
。
み
ん
な
で
盛
り
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
音
楽
会
を
終
え
て

二
年
　
黒
岩
　
千
隼

　

十
月
十
八
日
に
音
楽
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
音
楽
会
で
は
、

保
育
園
の
園
児
、
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
乗
せ
、
演
奏
を
届
け
ま

し
た
。
そ
の
中
で
特
に
記
憶
に

残
っ
た
演
奏
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
保
育
園
児
の
演
奏

で
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
声

と
可
愛
い
ダ
ン
ス
が
印
象
的
で

し
た
。

　

二
つ
目
は
中
学
三
年
生
の
で

す
。
最
後
の
音
楽
会
に
な
っ
た

今
年
、
や
っ
ぱ
り
三
年
生
は
す

ご
い
と
思
え
る
歌
声
で
、
す
ご

く
感
動
し
ま
し
た
。
で
も
ど
の

学
年
の
演
奏
も
、
と
て
も
素
敵

で
し
た
。

か
不
安
で
し
た
。
や
っ
た
こ
と

は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
も
う

じ
ゅ
う
狩
り
、
お
互
い
の
学
校

紹
介
、「
ど
っ
こ
い
清
掃
」
の

紹
介
で
し
た
。
ア
イ
ス
ブ
レ
イ

ク
と
も
う
じ
ゅ
う
狩
り
は
、
自

己
紹
介
み
た
い
な
こ
と
を
し
ま

し
た
。「
ど
っ
こ
い
清
掃
」
は
、

最
初
ど
う
い
う
こ
と
を
す
る
の

か
分
か
ら
な
く
て
、
そ
う
じ
を

す
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
か
け
声
だ
け
で
し
た
。

聖
南
中
学
校
の
歌
声
を
聞
い
た

ら
、
と
て
も
大
き
な
声
で
す
ご

い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
こ
の

交
流
を
生
か
し
て
、
人
と
の
つ

な
が
り
を
広
め
た
い
で
す
。

筑
北
中
学
校

　
聖
南
中
学
校
と
の
交
流

一
年
　
渡
邉
　
楓
花

　

十
月
七
日
に
聖
南
中
学
校
と

の
交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私

は
人
見
知
り
な
の
で
、
行
く
前

も
行
っ
た
後
も
話
せ
る
か
ど
う

元
気
通
信
! !
　
今
月
の
小
・
中
学
校

▲ダンスクラブのパフォーマンス▲ピアノ演奏を披露

▲聖南中学校生徒と一緒に

▲保・小・中が一堂に会した「おみっこ
　ミュージックフェスティバル」

▲名司会の児童会長▲お手玉名人
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相
撲
と
麻
績
の
事
跡

（
そ
の
十
一
）

　
お
わ
り
に

　

国
技
・
相
撲
は
、
神
代
に
信

濃
の
国
縁
の
力
神
・
天
手
力
雄

命
男
神
は
戸
隠
に
、
相
撲
の
祖

神
・
建
御
明
方
命
は
諏
訪
大
明

神
に
祭
祀
さ
れ
、
神
技
と
し
て

誕
生
し
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ

て
い
る
。

　

現
東
御
市
出
身
、
江
戸
時
代

の
力
士
、
雷
電
為
右
衛
門
は
、

当
時
の
最
高
位
大
関
在
位
十
六

年
間
、
優
勝
二
十
五
回
の
輝
か

し
い
成
績
を
残
し
た
。

　

怪
童
坂
田
金
時
は
、
信
州
生

ま
れ
だ
と
い
う
異
説
が
あ
る
。

　

軽
井
沢
出
身
の
碓
氷
荒
太
郎

貞
光
（
元
服
名
貞
道
）
は
、
清

和
源
氏
の
嫡
男
源
頼
光
の
家
来

で
あ
っ
た
と
い
う
。
金
時
と
相

撲
を
と
っ
た
豪
力
で
、
谷
底
に

落
ち
た
牛
を
担
ぎ
出
し
た
と
い

う
逸
話
も
あ
る
。

　

優
勝
三
回
の
御
嶽
海
は
木
曽

郡
上
松
町
出
身
、
昭
和
五
十
三

（
一
九
七
八
）
年
「
や
ま
び
こ

国
体
」
相
撲
競
技
が
木
曽
町
で

開
か
れ
た
。

　

令
和
十
（
二
〇
二
八
）
年
に

開
催
さ
れ
る
「
国
民
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
の
相
撲
会
場
は
、
木
曽

町
民
相
撲
場
が
会
場
と
な
り
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
進
ん
で

い
る
。

　

信
州
と
相
撲
は
、
神
話
の
時

代
か
ら
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て

い
る
。

　

麻
績
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
の
前
半
に
、
奉
納
相
撲
・

子
供
相
撲
な
ど
盛
ん
な
時
代
が

あ
っ
た
。

　

こ
の
記
事
を
執
筆
す
る
発
端

は
、
冒
頭
で
記
し
た
よ
う
に
、

林
家
か
ら
の
江
戸
末
期
の
力
士

免
許
の
提
供
に
あ
っ
た
。

　

現
時
点
ま
で
に
確
認
さ
れ
た

麻
績
村
に
お
け
る
相
撲
史
料

は
、
上
井
堀
区
に
三
通
・
麻
績

小
学
校
百
年
史
沿
革
年
表
・
明

治
町
百
年
史
掲
載
の
写
真
三
枚
、

「
戦
争
の
子
供
た
ち
、
昭
和
の

街
角
」
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
治
町
区
（
区
民
所

蔵
）
に
珍
し
い
昭
和
初
期
の

「
祭
典
興
行
許
可
願
と
図
面
」

が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
区
や
村

民
宅
に
相
撲
史
料
が
所
蔵
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
推
察
す
る
。

「
麻
績
相
撲
史
」
の
発
刊
も
夢

で
は
な
い
と
思
う
。

　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
資

料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
各
位

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

参
考
・
引
用
文
献
（
順
不
同
）

麻
績
村
誌
、
麻
績
村
石
造
文
化

財
、
林
家
所
蔵
文
書
、
麻
績
神

明
宮
神
社
誌
、
上
井
堀
区
所
蔵

文
書
、
信
濃
毎
日
新
聞
、
東
筑

摩
郡
・
松
本
市
・
塩
尻
市
誌
、

広
辞
苑
、
日
本
語
大
辞
典
、
曼

荼
羅
の
里
日
向
村
今
昔
物
語
、

上
井
堀
の
神
社
、
長
野
郷
土
史

研
究
会
誌
「
長
野
」、
長
瀬
今

昔
物
語
、
日
本
歴
史
地
名
大
系

（
長
野
県
の
地
名
）、
長
野
県
地

名
大
辞
典
、
館
報
お
み
、
日
向

村
誌
歴
史
教
育
編
、
長
野
縣
町

村
誌
北
信
・
東
信
・
中
信
編
、

市
民
タ
イ
ム
ス
、
長
野
県
歴
史

人
物
大
辞
典
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ 

ビ
、
諏
訪
大
社
本
宮
電
話
問
い

合
わ
せ
、
本
陣
の
記
録
、
麻
績

小
学
校
百
年
史
、
明
治
町
百
年

史
、
昭
和
の
街
角
（
写
真
集
）、

信
濃
史
学
会
誌
、「
信
濃
」
戦

争
の
子
供
た
ち

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

　
私
た
ち
の
筑
北
祭

三
年
　
川
久
保
　
瑛
斗

　

私
た
ち
三
年
生
は
、
生
徒
会

を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
、
筑
北
祭
を
九
月
二

十
八
日
に
行
い
ま
し
た
。
筑
北

祭
百
日
前
か
ら
準
備
を
始
め
、

当
日
に
備
え
ま
し
た
。
当
日
は

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で

も
、
円
陣
を
組
み
、
気
合
い
を

三
年
生
同
士
で
入
れ
合
い
ま
し

た
。
企
画
は
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
、

筑
中
有
名
人
、
学
年
発
表
、
学

校
す
ご
ろ
く
な
ど
、
様
々
で
し

た
。
私
が
一
番
思
い
入
れ
が
あ

る
の
が
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
セ
レ
モ
ニ
ー
で

す
。
劇
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ

ス
全
体
で
盛
り
上
げ
よ
う
と
脚

本
も
台
詞
も
考
え
ま
し
た
。

　

結
果
は
大
成
功
で
し
た
。
生

徒
会
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、

筑
北
祭
は
最
高
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　
公
民
館
行
事
の
予
定

●
青
少
年
育
成
運
動
推
進
大
会

　
・
人
権
教
育
指
導
者
研
修
会

日
時
：
十
二
月
七
日
（
土
）

　
　
　

午
前
十
時
か
ら

場
所
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

講
師
：
中
信
教
育
事
務
所

●
第
八
回
麻
績
学
級

日
時
：
十
二
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　

午
前
十
時
か
ら

場
所
：
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
：
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
「
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
」

講
師
：
中
信
教
育
事
務
所

▲大成功のステージ発表

▲10/23 筑北中学校の奉仕活動
で旧麻績小学校北校舎を清掃
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池
の
平
湿
原
を
散
策

　
第
五
回
麻
績
学
級

　

第
五
回
の
麻
績
学
級
は
「
自

然
を
楽
し
む
」
こ
と
が
テ
ー
マ

で
、「
池
の
平
湿
原　

視
察
研

修
」
と
題
し
て
、
九
月
二
十
六

日
、
村
外
の
研
修
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

バ
ス
で
標
高
約
二
千
メ
ー
ト

ル
の
上
信
越
高
原
国
立
公
園
湯

の
丸
高
原
池
の
平
湿
原
（
東
御

市
）
へ
移
動
し
、
ガ
イ
ド
付
き

で
現
地
の
自
然
を
楽
し
み
な
が

ら
散
策
し
ま
し
た
。
信
州
と
う

み
観
光
協
会
の
湯
の
丸
高
原
担

当
ガ
イ
ド
の
方
に
よ
る
松
や
笹

と
い
っ
た
湿
原
に
生
息
す
る
植

物
な
ど
の
解
説
を
交
え
な
が
ら

歩
き
続
け
ま
し
た
。

　

後
半
は
疲
れ
も
あ
り
ま
し
た

が
、
休
憩
を
挟
な
が
ら
二
時
間

近
く
楽
し
く
散
策
し
ま
し
た
。

　
毒
と
薬
の
関
係
は
？

　
信
州
大
学
出
前
講
座

　
第
六
回
麻
績
学
級

　

第
六
回
麻
績
学
級
は
、
信
州

大
学
繊
維
学
部
教
授
の
西
井
良

典
さ
ん
を
講
師
と
し
て
、
十
月

二
十
四
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
、
二
十
六
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
生
体
に
あ
る
受
容

体
に
物
質
が
合
致
す
る
関
係
を

鍵
と
鍵
穴
の
関
係
で
た
と
え
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
物
質
が
毒
に
な

る
か
、
薬
な
ど
に
な
る
か
は
、

濃
度
や
似
て
い
る
分
子
構
造
に ▲ガイドの方から植物の解説を聞く

よ
っ
て
影
響
が
異
な
り
、
毒
の

研
究
が
薬
の
研
究
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
熱

心
に
聞
い
て
メ
モ
を
取
り
、
質

疑
応
答
で
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
中

毒
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
量

や
体
質
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

ど
ん
な
も
の
で
も
、
と
り
す
ぎ

は
良
く
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
歩
く
時
に
も
姿
勢
が
大
切

　
第
五
回
ふ
れ
す
ぽ

「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆
ウ
ォ

ー
ク
」
と
題
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ま
つ
も
と
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ

ス
の
方
を
講
師
に
、
九
月
二
十

九
日
に
第
五
回
ふ
れ
す
ぽ
を
麻

績
村
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

▲毒と薬の違いとは？

　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
の
上
で
、
片
膝

立
ち
で
両
手
を
開
い
た
姿
勢
を

と
っ
た
り
、
ジ
ャ
ン
プ
を
し
た

り
、
正
し
い
姿
勢
で
ジ
ョ
ギ
ン

グ
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
繰
り
返

す
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

歩
く
と
き
や
走
る
と
き
に
も

姿
勢
が
重
要
と
、
あ
ら
た
め
て

学
び
ま
し
た
。

　
聖
博
物
館

　
ス
カ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

聖
博
物
館
で
十
月
五
日
に
ス

カ
イ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

さ
れ
、
親
子
な
ど
多
く
の
方
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

パ
イ
ロ
ッ
ト
の
制
服
を
着
て

博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
初

等
練
習
機
で
あ
っ
た
Ｔ-

34
Ａ

の
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
で
の
写
真
撮 ▲二人そろってジャンプ！

影
、
映
像
を
見
な
が
ら
飛
行
機

を
操
縦
す
る
体
験
が
で
き
る
フ

ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
ま

た
元
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
方
に
よ

る
「
な
ぜ
飛
行
機
は
飛
ぶ
の

か
？
」
と
題
し
た
航
空
教
室
が

開
催
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
も
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲飛行機が飛ぶ原理を解説 ▲初等練習機「T-34」

▲研修の前に皆さんで記念撮影
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来館者数	 368人
貸出冊数	 915冊
ご来館ありがとう
ございます。

９月の図書館

　
図
書
館
企
画
本
コ
ー
ナ
ー

　

二
十
周
年
を
迎
え
た
六
月
か

ら
い
つ
も
の
企
画
本
コ
ー
ナ
ー

は
「
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
二
十
年
」

と
し
て
、
二
十
年
間
の
ベ
ス
ト

リ
ー
ダ
ー
や
ベ
ス
ト
リ
ク
エ
ス

ト
等
を
掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。

　

出
版
年
は
古
い
で
す
が
、
や

は
り
人
気
が
あ
っ
た
本
の
た
め
、

た
く
さ
ん
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

館
報
と
一
緒
に
配
付
さ
れ
る

新
着
本
も
人
気
で
す
が
、
館
内

の
企
画
本
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
毎

月
、
季
節
や
そ
の
時
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
職
員
が
選
ん
だ
本
が

並
ん
で
い
ま
す
。「
読
書
の
秋
」。

ど
う
ぞ
ご
来
館
い
た
だ
き
、
自

分
と
は
違
っ
た
選
書
で
の
読
書

は
い
か
が
で
す
か
？

▲20年分のベスト
　リーダー　

　
図
書
館
見
学

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
み

づ
き
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
図

書
館
見
学
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
芝
居
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
た
後
、
図
書
館
内
を
ご
案
内

し
ま
し
た
。

　

小
学
校
や
中
学
校
の
記
念
誌

を
ご
覧
に
な
り
な
が
ら
、
当
時

の
こ
と
を
お
話
さ
れ
た
り
、
ゆ

っ
く
り
雑
誌
を
読
ま
れ
た
り
、

思
い
思
い
に
楽
し
ん
で
い
る
姿

が
あ
り
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
本
が
あ

る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」

「
ま
た
来
た
い
」
と
お
声
を
い

た
だ
き
大
変
あ
り
が
た
く
思
い

ま
し
た
。
本
を
借
り
て
い
か
れ

▲皆さんノリが良くて
　演じやすい　　　　

る
方
も
い
て
、
ま
た
の
ご
来
館

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
運
動
会

　

す
で
に
お
み
図
書
館
の
伝
統

と
言
っ
て
も
い
い
村
民
運
動
会

の
団
体
別
リ
レ
ー
参
加
。
今
年

は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
い
け
つ
ゾ
ロ

リ
」
に
な
り
切
っ
て
開
館
二
十

周
年
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

完
璧
な
仮
装
の
た
め
に
つ
け

た
仮
面
に
予
想
以
上
に
視
界
を

奪
わ
れ
て
、
悪
戦
苦
闘
の
レ
ー

ス
で
し
た
。

　

狙
っ
て
い
た
ユ
ー
モ
ア
賞
が ▲思い出話に花が咲きました

今
回
は
無
く
て
…
。
来
年
は
ど

う
な
り
ま
す
こ
と
や
ら
。

　
麻
績
小
学
校
図
書
館
だ
よ
り

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
た
日
本

の
神
話
シ
リ
ー
ズ
。
第
四
巻
は
、

『
い
な
ば
の
し
ろ
う
さ
ぎ
』
で

す
。
今
回
は
、
休
耕
田
に
生
え

て
い
た
蒲
の
穂
を
飾
り
、
実
際

に
見
せ
な
が
ら
話
を
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
見
た
子
も
い
て
、

「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
み
た
い
で
、

美
味
し
そ
う
」
と
そ
っ
と
触
れ

て
感
触
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
が
爆
発
す
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
子
は
、「
い

つ
頃
、
爆
発
す
る
の
か
な
」
と

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
（
本

の
紹
介
後
、
一
週
間
で
爆
発
し

ま
し
た
）。

　

さ
て
、
須
佐
之
男
命
の
子
孫

で
あ
り
大
黒
様
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
大
国
主
命
は
、
サ
メ
に

皮
を
剥
が
さ
れ
た
し
ろ
う
さ
ぎ

に
「
蒲
の
花
粉
を
敷
き
散
ら
し ▲最後まで頑張りました

た
上
に
転
が
り
な
さ
い
」
と
正

し
い
こ
と
を
教
え
た
神
様
で
す
。

　

優
し
い
性
格
で
、
美
し
い
八

上
（
や
が
み
）
姫
と
結
婚
し
ハ

ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
だ

続
き
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
で
兄
た
ち
の
反
感

を
買
い
、
何
度
も
命
を
狙
わ
れ

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
大
国

主
命
は
出
雲
の
国
に
は
い
ら
れ

な
く
な
り
、
遠
い
黄
泉
（
よ

み
）
の
国
へ
旅
立
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　

そ
の
後
の
運
命
は
い
か
に
！

続
き
は
五
巻
へ
。

日本の神話　第四巻
舟崎克彦　文　あかね書房

▲背中に開館20周年をしょって
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麻
績
消
防
署
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

　「
い
ざ
」
に
備
え
る

　
救
急
講
習
会
開
催

　

突
然
の
心
停
止
か
ら
の
救
命

に
は
心
肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
に

よ
る
迅
速
な
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が

必
要
不
可
欠
で
す
。
多
く
の
方

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う
言
葉
を
知
り
、

街
中
で
多
く
見
か
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
未
だ
に
倒
れ
る
と

こ
ろ
を
目
撃
さ
れ
た
心
停
止
の

方
に
対
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て

電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
な
さ
れ
る
割

合
は
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
現
場
に
あ
れ
ば
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
必
要
性
を
判

断
し
、
救
命
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
ま
す
。

　

も
っ
と
多
く
の
ケ
ー
ス
に
心

　
ご
冥
福
を
祈
る

桐
山　

義
久　

98
歳　

砂　

原

峰
村　

敏
幸　

74
歳　

下
井
堀

久
保
田

榮　

84
歳　

市
野
川

　「
麻
績
か
る
た
」
よ
り

　
～
麻
績
村
ト
リ
ビ
ア
～

け
け
も
の
害

　

田
畑
を
守
る

　

電
気
柵

　

電
気
柵
、
増
え
ま
し
た
ね
。

そ
れ
だ
け
害
獣
が
増
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。
シ
カ
や
タ
ヌ
キ

を
は
じ
め
、
ク
マ
、
イ
ノ
シ
シ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
。
キ
ツ
ネ
や
ウ
サ

ギ
も
い
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て

近
頃
で
は
カ
モ
シ
カ
も
出
没
す

る
と
か
。
シ
カ
、
タ
ヌ
キ
な
ど

は
人
間
の
姿
を
見
て
も
逃
げ
ま

せ
ん
。
こ
ち
ら
を
見
返
し
て
き

ま
す
。
な
ん
だ
か
「
む
か
し
ば

な
し
」
の
世
界
の
よ
う
で
す
が
、

肺
蘇
生
法
が
な
さ
れ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
て
、
多
く
の
命
が
救
わ

れ
る
社
会
を
目
指
し
て
、
知
識

だ
け
で
は
な
く
、
救
命
の
た
め

の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
の
大
切

さ
を
み
ん
な
で
考
え
る
た
め
に

講
習
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

「
い
ざ
」
と
い
う
時
に
行
動
で

き
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
応
急
手
当

て
の
こ
と
を
知
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　

十
二
月
七
日
（
土
）

　

午
前
九
時
か
ら
十
二
時

　
（
三
時
間
）

場
所

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容

　

普
通
救
命
講
習
会

　
【
成
人
対
象
】

募
集
定
員

　

三
〇
名

受
講
申
し
込
み
連
絡
先

　

麻
績
消
防
署

　

 

（
☎
六
七-

二
九
九
二
）

　

明
科
消
防
署

　

 

（
☎
六
二-

二
九
九
二
）

被
害
は
深
刻
で
す
。
電
気
柵
は

効
果
的
で
す
が
、
人
里
に
降
り

て
来
な
い
手
立
て
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
ね
？

こ
コ
ー
ラ
ス
で

　

敬
老
の
宴

　

盛
上
り

　

九
月
十
九
日
、
村
主
催
の
敬

老
会
が
五
年
振
り
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

思
え
ば
こ
こ
数
年
「
コ
ー
ラ

ス
」
や
「
宴
」
で
「
盛
り
上
が

る
」
こ
と
は
一
切
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
か
ら
、
と
て
も
う
れ
し

い
こ
と
で
す
。

　

と
は
い
え
、「
飲
酒
」
や
「
コ 

ー
ラ
ス
」
に
は
ま
だ
ま
だ
慎
重

の
よ
う
で
す
。

　

音
楽
に
は
、
そ
の
場
を
一
つ

に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。
今
回

の
敬
老
会
は
歌
謡
シ
ョ
ー
、
公

民
館
で
も
し
ば
し
ば
音
楽
鑑
賞

の
行
事
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
も
「
聞
く
」
の
み
で
す

が
、
い
つ
か
皆
で
大
き
な
声
を

合
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

今
は
口
ず
さ
む
だ
け
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

長幅　桔壱ちゃん
樹・美希
（天王）


